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　　百度の冬

　　　　​​​​------百度の「競価排名」事件について
　中国語検索エンジンである百度は、2000年に中国の北京に設立され、短い間で急成長を遂げ、人々を注目される企業となった。

　しかし、最近の「競価排名」事件は、人々が百度に不信頼と感じ危機を引き起こし、百度も厳しい状況をなっている。

1、 百度の概況
百度は世界最大の中国語検索エンジンである。2000年1月にアメリカから帰国した李彦宏氏は北京に設立、人々に「簡単で、頼りになる」情報取得の方法を提供することに力を注いた。

百度の名前のでは、中国宋朝の詞人である辛棄疾の「青玉案」内の一節「衆里尋他千百度」から取られたのであり、百度の中国語情報検索技術に対して飽くなきの追求を象徴している。

2007年9月、中国インターネット情報センター（CNNIC）は「2007年中国検索エンジン市場調査報告書」を発表。その結果によれば、ネットユーザーが百度を最初に選択する割合は2006年の62.1％から74.5％に増加していた。

百度はこれまでのスローガンは「世界最大の中国語検索エンジン」であった。2008年4月17日、百度はAlexaサイトランキング13位であた。最新の統計データによると、中国語検索エンジンがサイトにもたらすトラフィックの割合は、百度(Baidu)が74.88％、Googleが13.54％であったが、Yahooは僅か3.94％であった。
百度は中国で大成功を得る同時に、日本の検索エンジン市場にも参入している。特に最近元ヤフー検索事業部長である井上俊一（日本の検索エンジンの第1人と称される）氏が、「百度」日本法人の代表取締役に就任した。百度は日本に圧倒的な市場シェアを占めるYahoo!とGoogleに対して挑戦を開始した。

2、 「競価排名」事件について

１、百度を厳冬に陥落させる競価排名事件
11月8日、中国の検索シェアNO．1である百度の内部資料がネット上に流出した。その資料の内容は百度は広告主の製品に対するマイナスな情報や不要なリンクを検索結果から削除するなどの内容が記載されている。後日、百度はその流出した資料は悪意を持って改ざんされたものであると釈明しました。未だ、その資料の真偽は明らかではない。
　11月15・16日の2日間、百度のリスティング広告「競価排名」によって悪質のサイトが上位に表示されることやそれに関する一連の不正疑惑が中国の国営テレビ局ー中央電視台の報道番組に取り上げられた。この後で、百度は自社が手がける「競価排名」制度の不正利用疑惑に対してユーザーに謝罪し、掲載していた医薬品業者などの情報に虚偽があったことを認めた。以上の原因より、百度の株価が急落した。
２、「競価排名」の定義

「競価排名」の制度は、現段階の検索エンジン企業の採用する広告方法の一種である。キーワードに対するクリック単価料金を設定し、表示される広告の順位が決定する仕組みである。キーワードの順列は入札額によって決まるため、順列の上位を狙うと莫大な広告費が必要な場合もある。
３、世界三大検索エンジンの競価排名
Google Adwordsとは Google Adwordsは、百度（baidu）の「百度競価排名」同様、入札式の広告表示サービスであり、全世界で利用されている。https://adwords.google.cn/
yahoo（中国）検索競価とは yahoo（中国）検索競価はyahoo（中国）の検索エンジンマーケティングサービスである。http://p4p.cn.yahoo.com/
百度競価排名とは 百度（baidu）は現在、「百度競価排名」と呼ばれるマーケティングサービスを展開している。http://jingjia.baidu.com/
3、 百度の競価排名に対する研究

競価排名はインターネット広告の一種、yahooとgoogleも使用している。なぜ百度だけは問題があるのか、競価排名事件は百度にどのような悪影響があるのか。私は以上の問題を持ち、百度に対し研究している。

百度の競価排名事件の原因

検索するユーザーを無視しての金儲け主義
百度は金儲けの為にユーザーを完全に無視し金儲け主義に走り、広告主に対して必要な審査を行っていなかった。このように、検索結果の中がたくさんの偽りの情報が現れることを招くこととなった。

短期的に見ると、“競価排名”は確かに稼げる。しかし検索結果の順位が金銭で自在にコントロールできてしまうと、マイナス面を抑え、プラス面だけを強調する情報ばかりになってしまう。

「競価排名」事件が百度の悪影響
まず、百度の中国検索エンジンの市場しエアの悪影響

中国に巨大な影響力がある中央テレビ局の報道は必然的にユーザーが百度の捜索結果に対して信任しなくならせて、その他の捜索を使用する。そのように、百度は多くのユーザーを失うことになる。この原因は、これからの中国検索エンジン市場シエアは大きい変化が発生する可能性がある。

更に、百度の株価に対する悪影響

百度が「医療関連企業から金を受け取り、検索キーワードを売った」と中国メディアが報じたことを受けて、11月17日、百度の株価は一時、最大で27％下落した。11月19日、百度株価は一時121ドル（約1万1579円）と、直近52週の安値を更新し、17日から31％下落128.76ドル（約1万2322円）で大引けとなっている。
「競価排名」事件は検索エンジン業界に公平性と真実性の警鍾を鳴したとともに、検索エンジン業界の発展と完全にも促進されていると思う。
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